
は
じ
め
に 

氷
上
山
興
隆
寺
は
、
周
防
国
吉
敷
郡
大
内
（
現
山
口
市
大
内
氷
上
）

に
所
在
す
る
天
台
宗
寺
院
で
、
室
町
時
代
の
大
名
・
大
内
氏
の
氏
寺
で

あ
る
。
境
内
に
は
大
内
氏
の
氏
神
を
祀
る
妙
見
社
も
建
て
ら
れ
て
お

り
、
大
内
氏
の
精
神
面
に
と
っ
て
興
隆
寺
は
極
め
て
重
要
な
位
置
付

け
に
あ
っ
た
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
そ
こ
に
伝
わ
っ
た
「
興
隆
寺
文
書
」

は
、
興
隆
寺
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
研
究
の
み
な
ら
ず
大
内
氏
研

究
の
要
で
あ
る
と
い
え
、
こ
れ
ま
で
に
大
内
氏
の
政
治
・
文
化
・
宗
教
・

外
交
な
ど
の
各
分
野
に
お
い
て
大
い
に
注
目
さ
れ
て
き
て
い
る
。 

本
稿
は
、
山
口
県
文
書
館
所
蔵
の
「
興
隆
寺
文
書
」
の
巻
子
表
装
に

新
た
な
発
見
し
た
、
毛
利
氏
時
代
の
修
二
月
会
関
係
資
料
を
紹
介
す

（
1
）

「
興
隆
寺
文
書
」
が
公
に
さ
れ
て
き
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、
平
瀬

直
樹
氏
の
史
料
紹
介

（
2
）

に
詳
し
い
が
、
そ
の
後
に
新
た
に
確
認
さ
れ
た

「
興
隆
寺
文
書
」
も
あ
る
の
で
、
改
め
て
概
略
を
示
し
て
お
き
た
い
。 

昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
、
御
薗
生
翁
甫
氏
は
『
防
長
史
学
』
に
お

い
て
「
興
隆
寺
文
書
」
を
紹
介
し
た

（
3
）

。
氏
以
前
に
は
、「
興
隆
寺
文
書
」

は
萩
藩
に
よ
る
『
防
長
寺
社
由
来

（
4
）

』
や
『
防
長
風
土
注
進
案

（
5
）

』
な
ど
の

編
さ
ん
資
料
に
興
隆
寺
相
伝
文
書
が
写
し
取
ら
れ
て
収
録
さ
れ
て
い

毛毛
利利
氏氏
時時
代代
のの
氷氷
上上
山山
興興
隆隆
寺寺
修修
二二
月月
会会

――

巻巻
子子
表表
装装
にに
再再
利利
用用
ささ
れれ
たた
「「
興興
隆隆
寺寺
文文
書書
」」――

田

村

杏

士

郎

毛
利
氏
時
代
の
氷
上
山
興
隆
寺
修
二
月
会
　（
田
村
）

三
八

る
も
の
で
あ
る
。
「
興
隆
寺
文
書
」
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
興
隆
寺
・

周
防
国
分
寺
・
山
口
県
文
書
館
・
聖
心
女
子
大
学
に
そ
れ
ぞ
れ
保
管
さ

れ
て
い
る
。
山
口
県
文
書
館
所
蔵
の
そ
れ
は
、
全
二
八
巻
か
ら
な
る
文

書
群
で
あ
り
、
内
容
は
南
北
朝
か
ら
戦
国
期
に
お
け
る
興
隆
寺
の
動

静
を
表
す
文
書
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。 



た
。
こ
の
ほ
か
、
旧
萩
藩
士
に
し
て
郷
土
史
家
の
近
藤
清
石
は
、
「
防

長
古
文
書
誌

吉
敷
郡
ノ
一

一
二

（
6
）

」
に
「
興
隆
寺
文
書
」
を
筆
写
し

て
ま
と
め
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
広
く
世
に
紹
介
さ
れ
る
も
の
で
は

な
か
っ
た
。 

御
薗
生
氏
は
、「
興
隆
寺
文
書
」
の
紹
介
に
あ
た
り
近
藤
本
を
底
本

と
し
つ
つ
原
本
と
校
合
し
、
近
藤
本
の
誤
読
・
誤
写
を
正
し
て
、
文
書

の
遺
漏
を
補
い
、
近
藤
本
で
掲
載
さ
れ
な
か
っ
た
慶
長
以
降
の
文
書

も
収
め
た
。
加
え
て
右
の
編
纂
資
料
や
『
大
内
氏
実
録
土
代
所
収
文
書
』

に
ま
で
目
を
配
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
文
書
二
六
七
点
・
銘
記
四

九
点
に
興
隆
寺
所
蔵
の
「
仁
平
寺
本
堂
供
養
日
記
」
と
「
今
八
幡
宮
遷

宮
注
文
案
」
を
加
え
た
総
計
三
一
八
点
が
ま
と
ま
っ
た
形
で
活
字
と

し
て
紹
介
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
昭
和
十
二
年
、
周
防
国
分
寺
に

も
「
興
隆
寺
文
書
」
が
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
発
見
さ
れ
た
。 

平
成
四
年
（
一
九
九
二
）
、
平
瀬
氏
が
「
興
隆
寺
文
書
」
の
原
本
と

写
し
の
相
伝
状
況
を
編
年
順
に
整
理
し
た
こ
と
で
文
書
群
の
全
容
把

握
が
容
易
と
な
っ
た
（
註
２
参
照
）
。
ま
た
、
御
薗
生
氏
の
紹
介
で
は

文
書
ご
と
に
出
典
が
明
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
こ
の
編
年
目
録

で
は
対
応
関
係
が
示
さ
れ
、
利
便
性
が
大
幅
に
向
上
し
た
。 

同
年
、
『
山
口
県
史
』
の
編
さ
ん
事
業
が
始
ま
る
。
平
成
十
三
年
、

『
史
料
編
中
世
』
第
二
巻
が
刊
行
さ
れ
、
興
隆
寺
お
よ
び
周
防
国
分
寺

所
蔵
分
の
「
興
隆
寺
文
書
」
の
全
文
翻
刻
が
掲
載
さ
れ
た
。
続
け
て
、

平
成
十
六
年
、
『
史
料
編
中
世
』
第
三
巻
が
刊
行
さ
れ
山
口
県
文
書
館

所
蔵
分
の
「
興
隆
寺
文
書
」
も
同
じ
く
全
文
翻
刻
で
掲
載
さ
れ
た
。
御

薗
生
氏
が
「
興
隆
寺
文
書
」
を
紹
介
さ
れ
て
か
ら
、
七
十
四
年
後
の
こ

と
で
あ
っ
た
。 

県
史
編
さ
ん
事
業
の
な
か
で
「
興
隆
寺
文
書
」
の
新
・
再
発
見
が

あ
っ
た
。
ま
ず
、
再
発
見
か
ら
示
し
て
お
く
と
、
東
京
都
の
聖
心
女
子

大
学
所
蔵
の
そ
れ
は
散
逸
し
た
「
興
隆
寺
文
書
」
で
あ
る
と
し
て
森
茂

暁
氏
に
よ
り
紹
介
さ
れ
た

（
7
）

。
聖
心
女
子
大
学
所
蔵
の
「
興
隆
寺
文
書
」

は
、
『
山
口
県
史

史
料
編
中
世
』
第
四
巻
に
全
文
翻
刻
で
収
録
さ
れ

て
い
る
。 

つ
ぎ
の
新
発
見
も
森
氏
に
よ
る

（
8
）

。
氏
は
、
県
史
編
さ
ん
に
か
か
る

調
査
の
た
め
興
隆
寺
を
訪
問
し
、
「
一
冊
子
の
表
表
紙
か
ら
、
新
た
な

頭
役
差
定
状
の
断
簡
を
発
見
」
し
た
。
頭
役
差
定
状
と
は
、
興
隆
寺
に

お
け
る
神
事
で
あ
る
二
月
会
の
役
を
決
定
・
通
知
す
る
内
容
の
文
書

の
こ
と
で
、
氏
の
解
説
に
よ
れ
ば
、
発
見
さ
れ
た
そ
れ
は
天
正
十
九
年

（
一
五
九
一
）
二
月
十
三
日
付
の
「
毛
利
輝
元
修
二
月
会
差
定
状
」
と

名
付
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。 

さ
ら
に
、
氏
は
右
の
論
文
を
『
日
本
中
世
史
論
集
』
（
勉
誠
社

二

〇
二
四
年
九
月
）
に
収
録
す
る
際
、
新
た
に
み
つ
か
っ
た
頭
役
差
定
状

毛
利
氏
時
代
の
氷
上
山
興
隆
寺
修
二
月
会
　（
田
村
）

三
九



と
し
て
「
大
内
家
古
実
類
書 

巻
之
四
十 

古
文
書
之
事
」
（
多
賀
社

文
庫

（
9
）

）
に
写
さ
れ
て
い
る
大
永
六
年
（
一
五
二
六
）
二
月
十
三
日
付
け

の
そ
れ
を
紹
介
し
て
い
る

（
10
）

。 

こ
の
よ
う
に
「
興
隆
寺
文
書
」
は
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
い
ま
な

お
文
書
群
の
全
容
が
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
る
（
そ
れ
で
も
滅
失
し

た
文
書
も
あ
る
が
）
。
そ
れ
に
よ
り
、
今
日
の
研
究
で
は
、
大
内
氏
時

代
の
様
々
な
分
野
に
お
い
て
「
興
隆
寺
文
書
」
は
大
い
に
活
用
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。 

一
方
、
大
内
氏
滅
亡
後
の
興
隆
寺
に
つ
い
て
は
、
森
氏
の
毛
利
氏

時
代
の
興
隆
寺
二
月
会
に
注
目
し
た
研
究

（
11
）

や
、
真
木
隆
行
氏
の
近
世

に
お
け
る
興
隆
寺
の
境
内
や
堂
舎
に
注
目
し
た
研
究

（
12
）

な
ど
が
あ
る
が
、

大
内
氏
時
代
の
研
究
と
比
べ
る
と
研
究
分
野
に
偏
り
が
あ
る
と
い
わ

ざ
る
を
え
な
い
。
こ
の
研
究
の
偏
り
は
、
大
内
氏
時
代
と
毛
利
氏
時
代

と
で
残
さ
れ
た
文
書
の
質
量
に
差
が
あ
る
こ
と
に
起
因
し
、
両
時
代

に
お
け
る
興
隆
寺
の
位
置
付
け
や
意
味
合
い
が
異
な
る
こ
と
が
大
き

く
作
用
し
て
い
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。 

本
稿
は
、
右
の
研
究
分
野
の
偏
り
を
解
消
す
る
こ
と
が
目
的
で
は

な
い
が
、
資
料
の
紹
介
を
通
し
て
大
内
氏
時
代
と
毛
利
氏
時
代
の
修

二
月
会
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
今
後
の
毛
利
氏
時
代
に
お
け
る
興
隆

寺
修
二
月
会
実
態
解
明
の
礎
の
ひ
と
つ
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。 

以
下
、
本
稿
で
「
興
隆
寺
文
書
」
と
記
さ
れ
る
も
の
は
す
べ
て
山
口

県
文
書
館
所
蔵
の
も
の
で
あ
る
。 

 

一一  

資資
料料
のの
発発
見見
とと
翻翻
刻刻  

  

「
興
隆
寺
文
書
」
全
二
十
八
巻
の
う
ち
、
巻
子
表
装
に
墨
書
を
確

認
で
き
た
の
は
第
三
・
十
六
・
十
七
・
十
九
・
二
十
一
・
二
十
八
巻
で

あ
る
。
い
ず
れ
も
見
返
し
に
反
古
紙
が
再
利
用
さ
れ
、
料
紙
の
天
地
が

逆
と
な
っ
て
い
た
。 

筆
者
は
、
全
二
十
八
巻
の
見
返
し
部
分
を
確
認
す
る
た
め
の
調
査

方
法
と
し
て
、
後
背
か
ら
照
明
を
当
て
て
見
返
し
を
透
か
す
手
法
を

用
い
た
。
し
か
し
、
表
装
の
厚
み
は
一
様
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
今
回

の
調
査
で
用
い
た
照
明
で
は
墨
書
が
は
っ
き
り
と
し
な
い
も
の
も

あ
っ
た
（
第
二
十
一
・
二
十
八
巻
）
。
こ
こ
で
注
意
し
て
お
き
た
い
の

は
、
赤
外
線
撮
影
や
蛍
光
Ｘ
線
撮
影
と
い
っ
た
調
査
手
法
を
行
っ
て

い
な
い
た
め
、
右
の
六
巻
以
外
に
も
文
書
の
類
い
を
表
装
に
見
る
こ

と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

墨
書
と
思
し
い
も
の
が
発
見
さ
れ
た
場
合
、
撮
影
記
録
の
た
め
に

透
過
光
撮
影
を
実
施
し
た
。
こ
の
撮
影
方
法
に
よ
っ
て
も
十
分
に
墨

書
が
視
認
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
客
観
的
証
拠

毛
利
氏
時
代
の
氷
上
山
興
隆
寺
修
二
月
会
　（
田
村
）

四
〇



と
し
て
提
示
し
う
る
程
度
の
成
果
（
デ
ー
タ
）
を
得
る
こ
と
は
で
き
た

の
で
、
以
下
、
資
料
の
写
真
と
翻
刻
を
そ
れ
ぞ
れ
掲
げ
る
。 

な
お
、
資
料
写
真
は
右
側
に
通
常
撮
影
、
左
側
に
透
過
光
撮
影
を

配
し
て
い
る
。 

 

【
凡
例
】 

一
、
翻
刻
で
は
、
順
光
・
透
過
光
に
よ
り
確
認
す
る
こ
と
の
で
き
た
墨

書
の
み
を
書
き
起
こ
し
た
。 

二
、
墨
書
が
確
認
で
き
る
も
の
の
判
読
が
困
難
で
あ
っ
た
文
字
は
■
、

虫
損
や
破
損
に
よ
り
判
読
不
能
で
あ
っ
た
文
字
は
□
で
そ
れ
ぞ
れ

示
し
、
後
者
に
つ
い
て
明
確
に
文
字
数
が
確
定
で
き
な
か
っ
た
場

合
は
、
［ 

］
で
お
よ
そ
の
字
数
を
示
し
た
。 

三
、
画
像
に
は
、
見
や
す
さ
を
配
慮
し
て
色
味
を
調
整
し
た
も
の
が
あ

る
が
、
軽
微
な
レ
タ
ッ
チ
に
留
め
大
幅
な
修
正
を
加
え
て
い
な
い
。 

      

「興隆寺文書」 右から第３・16・17・19・21・28 巻 

毛
利
氏
時
代
の
氷
上
山
興
隆
寺
修
二
月
会
　（
田
村
）

四
一



【
資
料
一
】
第
三
巻 

見
返
し
（
興
隆
寺
３
） 

         

【
翻
刻
】 

  
 
 

○
●
○ 

 
 
 
 
 
 
 
 

○
○ 

○
○ 

○
○
○
● 

 

○
○ 

○ 
 

○
○ 

○ 

○
○ 

○
○
○
○
○ 

○
○
●
○
○ 

○
○
○
○ 

○
○ 

○
○
○
○
○ 

 
 
 
 
 
 
 

○ 
 
 
 

○
○ 

○
○ 

○
○
○
○ 

 
 
 
 
 
 
 

○
○ 

 
 
 

○
○
● 

○ 
 

○
○ 

 

「
二
月
」

（
下
層
ヵ
）

 
 
 
 

○
○
○ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

○
●
○ 

 

※
上
段
三
列
目
に
「
吉
田

（
ヵ
）

」
、
上
段
四
列
目
と
五
列
目
の
間
に
「
吉
田

■
■
守
」
と
み
え
る
。
こ
の
見
返
し
に
は
、
墨
書
の
あ
る
料
紙
が
少

な
く
と
も
二
層
は
使
わ
れ
て
い
る
（
「
〇
」
が
二
重
に
確
認
で
き
る

箇
所
あ
り
）
。
右
の
二
名
の
墨
書
は
、
記
号
と
の
位
置
関
係
か
ら
別

層
の
料
紙
に
記
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
あ
わ
せ
て
「
二
月
」
と

み
え
る
墨
書
も
こ
の
位
置
に
記
さ
れ
る
の
は
不
自
然
で
あ
る
か
ら
、

こ
れ
も
別
層
の
料
紙
に
書
か
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

  

毛
利
氏
時
代
の
氷
上
山
興
隆
寺
修
二
月
会
　（
田
村
）

四
二



【
資
料
二
】
第
十
六
巻 

見
返
し
（
興
隆
寺
16
） 

          

         

【
翻
刻
】 

  
 
 

○
○
○
○
○ 

●
○
○
○
○ 

○
○
○
○
○ 

○
［ 

飯
弥 

 
 
 
 

十 
 
 
 
 

十 
 
 
 
 

十 

 
 
 

○
●
○
○
○ 

●
○
○
○
○ 

○
○
○
○
○ 

○
［ 

  
 
 

○
○
○
○
○ 

○
（
ヵ
）

○
○
○
○ 

○
○
○
○
○ 

○
［ 

□
助 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

十 
 
 
 
 

十 

 
 
 

○
○
○
○
○ 

○
（
ヵ
）

○
○
○
○ 

○
○
○
○
○ 

○
［ 

  
 
 

●
○
○
○
○ 

○
○
○
○
○ 

○
○
○
○
○ 

○
［ 

厚
助

（
ヵ
）

 
 
 
 
 

十 
 
 
 
 

十 
 
 
 
 

十 

 
 
 

○
○
○
○
○ 

○
○
○
○
○ 

○
○
○
○
○ 

○
［ 

  
 
 
 

○
○
○
● 

○
●
○
○
○ 

●
○
○
○
○ 

○
［ 

■ 

    

毛
利
氏
時
代
の
氷
上
山
興
隆
寺
修
二
月
会
　（
田
村
）

四
三



【
資
料
三
】
第
十
七
巻 

見
返
し
（
興
隆
寺
17
） 

 

      

            

【
翻
刻
】 

 

［ 
 
 

］ 

○
○
○ 

■ 

 

［ 
 
 

］ 

○
○
○ 

■ 

 

］
番 

 

］
新
三
郎 

 

●
○
○

○
○
○ 

五 

 

］
右
衛
門
尉 

○
○
○

○
○
○ 

六 

 

］
正
拾
年

（
天
正
ヵ
）

二
月
廿
九
日 

       

毛
利
氏
時
代
の
氷
上
山
興
隆
寺
修
二
月
会
　（
田
村
）

四
四



【
資
料
四
】
第
十
九
巻 

見
返
し
（
興
隆
寺
19
） 

        

           

【
翻
刻
】 

 

修
二
月
会
射
手
鬮 次

第 
 

一
番 

 

高
津
六
郎 

 

○
○
○

○
○
○ 

六 

 

吉
田
掃
部
允 

○
○
○

○
○
○ 

六 

           

毛
利
氏
時
代
の
氷
上
山
興
隆
寺
修
二
月
会
　（
田
村
）

四
五



【
資
料
五
】
第
二
十
一
巻 

見
返
し
（
興
隆
寺
21
） 

        

           

【
翻
刻
】 

 

広
田
源
七
郎 

○
○
○

○
○
○ 
 

 

山
下
左
馬
允 

○
●
○

○
○
○ 

五 

 

遠
田
備
前
守 

●
○
○

○
●
○ 

 元
亀
弐
年
二
月
十
三
日 

           

毛
利
氏
時
代
の
氷
上
山
興
隆
寺
修
二
月
会
　（
田
村
）

四
六



【
資
料
六
】
第
二
十
八
巻 

見
返
し
（
興
隆
寺
28
） 

       

            

【
翻
刻
】 

 

修
二
月
会
射
手
孔
子

次
第 

  

一
番 

 

山
田
弥
三
郎
○
○
○

○
●
● 

□
（
四
ヵ
） 

 

相
賀
五
郎 

○
○
○

○
○
○ 

六 

  

二
番 

 

［ 
 

］ 

○
○
○ 

五 

       

毛
利
氏
時
代
の
氷
上
山
興
隆
寺
修
二
月
会
　（
田
村
）

四
七



二二  

考考
察察  

  

（（
一一
））
記記
号号
のの
意意
味味
とと
資資
料料
のの
性性
格格  

 

い
ず
れ
の
資
料
に
も
共
通
す
る
記
号
と
し
て
「
○
」
と
「
●
」
が
あ

る
。
こ
れ
ら
は
、
【
資
料
二
～
六
】
に
「
六
」
や
「
五
」
と
い
っ
た
数

字
が
書
き
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
【
資
料
四
・
六
】
に
「
修
二
月
会
射

手
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
弓
で
矢
を
放
っ
た
際
の
的
の
当
否
を
示
し
て

い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
「
○
」
は
当
た
り
、
「
●
」
は
外

れ
を
意
味
す
る
記
号
で
あ
る
。 

 

こ
れ
が
ど
こ
で
催
さ
れ
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、「
修
二

月
会
」
と
あ
る
こ
と
、
ま
た
「
興
隆
寺
文
書
」
の
反
古
紙
と
し
て
再
利

用
さ
れ
て
い
た
と
い
う
状
況
か
ら
み
て
、
氷
上
山
興
隆
寺
修
二
月
会

で
行
わ
れ
た
と
考
え
て
よ
い
。
大
内
氏
時
代
に
は
修
二
月
会
に
お
い

て
歩
射
が
行
わ
れ
て
い
た
た
め
、
こ
れ
ら
は
氷
上
山
興
隆
寺
修
二
月

会
に
お
け
る
歩
射
関
係
資
料
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。 

 

（（
二二
））
歩歩
射射
のの
開開
催催
にに
つつ
いい
てて  

歩
射
が
い
つ
行
わ
れ
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
年
月
日

の
記
さ
れ
て
い
る
【
資
料
三
・
五
】
が
参
考
と
な
る
。
先
に
【
資
料
五
】

に
つ
い
て
み
て
み
る
と
、
こ
れ
に
は
「
元
亀
弐
年
二
月
十
三
日
」
と
あ

る
。
元
亀
二
年
（
一
五
七
一
）
段
階
の
防
長
は
す
で
に
毛
利
氏
の
支
配

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
【
資
料
五
】
は
大
内
氏
以
後
の
修
二
月
会

の
様
子
を
表
す
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

【
資
料
三
】
に
は
、
「
正
拾
年
二
月
廿
九
日
」
と
あ
る
。
こ
れ
が
大

内
氏
・
毛
利
氏
の
い
ず
れ
の
時
代
の
も
の
で
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と

で
考
え
る
と
、
候
補
と
し
て
挙
が
る
元
号
は
「
正
」
が
付
き
、
か
つ
十

年
以
上
使
用
さ
れ
た
も
の
と
な
る
。
さ
し
あ
た
り
「
永
正
」
と
「
天
正
」

の
い
ず
れ
か
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。 

そ
こ
で
参
考
と
な
る
の
が
日
付
の
「
二
月
廿
九
日
」
で
あ
る
。
興
隆

寺
に
お
け
る
修
二
月
会
は
毎
年
二
月
十
三
日
を
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス

と
し

（
13
）

、
こ
の
日
に
来
年
の
頭
役
を
決
め
る
た
め
の
く
じ
引
き
を
行
っ

て
差
定
状
を
作
成
・
発
給
し
た
。
大
内
氏
時
代
の
場
合
、
天
文
二
十
一

年
（
一
五
五
二
）
を
除
け
ば
、
頭
役
差
定
状
は
す
べ
て
二
月
十
三
日
の

日
付
と
な
る

（
14
）

。 

毛
利
氏
の
時
代
に
な
る
と
、
頭
役
差
定
状
の
発
給
に
遅
れ
が
出
る

よ
う
に
な
る

（
15
）

。
事
例
と
し
て
は
、
永
禄
十
一
年
（
一
五
六
八
）
の
三
月

十
三
日
・
天
正
八
年
（
一
五
八
〇
）
の
四
月
十
三
日
・
同
九
年
二
月
二

十
一
日
が
あ
る
。
大
内
氏
と
毛
利
氏
の
頭
役
差
定
状
の
発
給
日
は
遅

れ
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
原
則
と
し
て
日
付
は
十
三
日
で
あ
っ
た
。
日

付
が
十
三
日
を
超
え
た
の
は
、
天
正
九
年
の
事
例
の
み
で
あ
る
。 

毛
利
氏
時
代
の
氷
上
山
興
隆
寺
修
二
月
会
　（
田
村
）

四
八



 
こ
こ
で
【
資
料
五
】
に
記
さ
れ
て
い
た
「
元
亀
弐
年
二
月
十
三
日
」

の
記
述
か
ら
毛
利
氏
時
代
の
修
二
月
会
に
お
け
る
歩
射
が
ど
の
タ
イ

ミ
ン
グ
で
行
わ
れ
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
お
き
た
い
。
つ
ま

り
、
元
亀
二
年
二
月
十
三
日
が
頭
役
差
定
状
を
発
給
す
る
日
＝
修
二

月
会
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
あ
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

 

幸
い
に
し
て
「
興
隆
寺
文
書
」
に
は
、
元
亀
二
年
の
頭
役
差
定
状
が

残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
や
は
り
二
月
十
三
日
付
け
で
あ
る
。
そ
う
す

る
と
、
毛
利
氏
は
元
亀
二
年
の
修
二
月
会
に
お
け
る
歩
射
を
そ
の
ク

ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に
実
施
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

 

そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
「
正
拾
年
二
月
廿
九
日
」
の
元
号
が
永
正
か

天
正
か
と
い
う
二
者
択
一
の
問
題
は
、
天
正
十
年
の
頭
役
差
定
状
が

失
わ
れ
て
い
る
一
方
、
伝
存
す
る
永
正
十
年
の
頭
役
差
定
状
が
二
月

十
三
日
付
け
の
も
の
で
あ
る
た
め
（
興
隆
寺
５―

１０
）
、
永
正
を
候

補
か
ら
外
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
天
正
九
年
の
頭
役
差
定

状
の
発
給
日
が
遅
れ
て
い
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
天
正
十
年
も
頭

役
差
定
状
の
発
給
＝
歩
射
の
開
催
は
二
月
十
三
日
を
遅
れ
て
い
た
可

能
性
が
あ
る
。
消
去
法
的
で
は
あ
る
が
、
【
資
料
五
】
は
天
正
十
年
の

歩
射
関
係
資
料
と
み
る
こ
と
が
適
当
と
考
え
ら
れ
る
。 

  

（（
三三
））
修修
二二
月月
会会
にに
おお
けけ
るる
歩歩
射射
のの
変変
化化  

 

大
内
氏
時
代
の
歩
射
と
明
確
に
変
わ
っ
た
箇
所
が
あ
る
。
そ
れ
は
、

歩
射
に
参
加
す
る
あ
り
方
で
あ
る
。 

 

「
興
隆
寺
文
書
」
に
収
め
ら
れ
る
永
徳
二
年
（
一
三
八
二
）
二
月
十

三
日
付
け
「
大
内
義
弘
条
書

（
16
）

」
は
、
「
二
月
会
射
手
役
」
＝
歩
射
の
参

加
に
つ
い
て
定
め
た
内
容
の
文
書
で
あ
る
。
大
内
氏
の
一
門
で
あ
る

問
田
氏
は
「
弓
太
郎
」
を
定
役
と
す
る
こ
と
が
冒
頭
に
記
さ
れ
、
続
け

て
「
自
余
人
々
」
に
つ
い
て
は
「
参
次
第
」
こ
れ
に
加
わ
る
こ
と
が
で

き
る
と
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
問
田
氏
の
歩
射
参
加
は
「
弓
太
郎
」

と
し
て
固
定
さ
れ
る
が
、
そ
の
他
の
参
加
者
に
つ
い
て
は
、
い
わ
ば
受

付
順
に
参
加
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。 

 

毛
利
氏
時
代
に
な
る
と
、【
資
料
四
・
六
】
に
あ
る
よ
う
に
「
射
手
」

は
「
鬮
（
孔
子
）
次
第
」
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
の
く
じ
引
き
が

事
前
に
引
か
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
当
日
引
か
れ
る

も
の
で
あ
っ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
大
内
氏
時
代
の
「
参
次
第
」

と
い
う
あ
り
方
が
変
更
さ
れ
て
い
る
。
資
料
的
制
約
が
あ
る
た
め
こ

の
こ
と
に
つ
い
て
も
判
然
と
は
し
な
い
が
、
永
徳
二
年
に
定
め
ら
れ

た
ル
ー
ル
が
毛
利
氏
時
代
に
至
る
ま
で
に
変
更
さ
れ
て
い
た
可
能
性

も
あ
る
だ
ろ
う
。 

 

た
だ
し
、
森
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
毛
利
氏
が
大
内
氏
時
代
の
修

二
月
会
を
そ
の
ま
ま
の
形
で
開
催
す
る
必
要
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら

毛
利
氏
時
代
の
氷
上
山
興
隆
寺
修
二
月
会
　（
田
村
）

四
九



れ
る
の
で

（
17
）

、
毛
利
氏
が
歩
射
の
射
手
役
を
「
鬮
（
孔
子
）
次
第
」
と
し

て
い
る
の
は
当
時
の
開
催
の
実
態
に
沿
わ
せ
た
形
式
と
み
ら
れ
る
。

あ
え
て
推
測
を
す
る
な
ら
ば
、
「
参
次
第
」
と
さ
れ
た
大
内
氏
時
代
の

修
二
月
会
の
歩
射
の
参
加
者
は
安
定
的
に
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
た

た
め
に
こ
の
方
法
を
採
用
し
た
も
の
と
思
わ
れ
、
一
方
で
毛
利
氏
時

代
に
な
る
と
、
修
二
月
会
の
参
加
者
の
規
模
か
ら
く
じ
引
き
に
よ
ら

ね
ば
参
加
者
の
確
保
が
難
し
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
が
想
定
さ
れ
な

い
だ
ろ
う
か
。 

  

（（
四四
））
歩歩
射射
のの
内内
容容  

 

と
こ
ろ
で
、
く
じ
引
き
で
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
の

だ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
は
、
【
資
料
三
～
六
】
の
内
容
か
ら
あ
る
程
度

復
元
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

毛
利
氏
時
代
の
歩
射
は
、
「
一
番
」
・
「
二
番
」
と
い
う
具
合
に
射

手
役
を
分
け
て
お
り
、
各
番
に
は
お
お
む
ね
二
名
が
選
出
さ
れ
て
い

る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
三
名
の
選
出
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
（
【
資
料

五
】
）
。 

 

こ
の
こ
と
か
ら
、
く
じ
は
番
ご
と
に
実
施
さ
れ
、
く
じ
は
二
、
三
回

ほ
ど
引
い
て
射
手
役
を
選
出
す
る
、
と
い
う
方
法
と
次
第
で
行
わ
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

く
じ
で
選
出
さ
れ
た
射
手
役
は
矢
を
六
回
放
ち
、
的
の
当
否
が
記

録
さ
れ
る
。
詳
し
い
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
が
、
【
資
料
二
】
の
ケ
ー
ス

で
は
、
約
三
名
の
射
手
役
が
矢
を
十
回
放
つ
こ
と
を
四
セ
ッ
ト
行
っ

て
い
る
。
修
二
月
会
に
お
け
る
歩
射
に
は
少
な
く
と
も
二
つ
の
パ

タ
ー
ン
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。 

  
 
 

おお
わわ
りり
にに  

  

資
料
調
査
の
際
、
ふ
と
し
た
瞬
間
に
新
し
い
事
実
に
気
づ
く
こ
と

が
あ
る
。
本
稿
執
筆
は
、
ま
さ
に
「
興
隆
寺
文
書
」
の
原
本
調
査
の
時

に
、
墨
書
の
存
在
に
気
づ
い
た
こ
と
が
発
端
で
あ
る
。 

 

周
知
の
と
お
り
、
興
隆
寺
に
伝
わ
る
什
宝
は
時
代
の
経
過
と
と
も

に
ず
い
ぶ
ん
散
逸
し
て
い
る
。
「
興
隆
寺
文
書
」
を
読
み
解
け
ば
大
伽

藍
で
あ
っ
た
と
容
易
に
想
像
さ
せ
ら
れ
る
往
事
の
境
内
も
、
い
ま
は

周
囲
に
民
家
が
建
ち
並
ぶ
風
景
に
変
わ
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
重
要
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
梵
鐘
の
圧
倒
的
な
規
格
と
打
ち
鳴
ら
さ
れ

る
梵
音
は
、
私
た
ち
の
知
ら
な
い
興
隆
寺
の
世
界
を
偲
ば
せ
る
手
伝

い
を
し
て
く
れ
る
。 

 

往
事
の
興
隆
寺
を
探
究
し
て
い
く
た
め
に
は
、
残
さ
れ
た
歴
史
的

所
産
を
拠
り
所
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
稿
で
は
、
断
片
的
な
も

毛
利
氏
時
代
の
氷
上
山
興
隆
寺
修
二
月
会
　（
田
村
）

五
〇



の
で
は
あ
る
が
、
再
利
用
さ
れ
た
「
興
隆
寺
文
書
」
か
ら
毛
利
氏
時
代

の
修
二
月
会
、
と
く
に
歩
射
に
つ
い
て
の
内
容
を
紹
介
す
る
と
と
も

に
若
干
の
考
察
を
加
え
た
。 

 

最
後
に
本
稿
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
を
ま
と
め
、「
興
隆
寺
文
書
」

調
査
研
究
の
視
点
を
述
べ
て
結
び
と
し
た
い
。 

 

山
口
県
文
書
館
の
所
蔵
す
る
「
興
隆
寺
文
書
」
全
二
十
八
巻
の
う
ち
、

巻
子
見
返
し
に
墨
書
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
第
三
・
十

六
・
十
七
・
十
九
・
二
十
一
・
二
十
八
巻
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
興
隆
寺

修
二
月
会
関
係
資
料
と
み
ら
れ
る
も
の
で
、
具
体
的
に
は
神
事
に
際

し
て
行
わ
れ
た
歩
射
に
関
す
る
内
容
で
あ
っ
た
。 

 

た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
文
書
は
歩
射
の
規
定
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
も

の
で
は
な
く
、
実
際
に
射
手
役
が
矢
を
放
ち
、
的
の
当
否
を
記
録
し
た

も
の
で
、
歩
射
の
成
績
を
ま
と
め
た
内
容
と
な
っ
て
い
た
。
資
料
の
性

格
か
ら
し
て
長
期
保
存
を
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ

れ
ら
の
文
書
は
、
「
興
隆
寺
文
書
」
が
成
巻
さ
れ
る
際
、
寺
院
に
あ
っ

た
手
頃
な
紙
と
し
て
反
古
紙
に
用
い
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

大
内
氏
時
代
の
歩
射
の
実
態
を
示
す
文
書
が
今
日
に
残
さ
れ
て
い

な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
本
来
そ
う
し
た
文
書
（
記
録
）
は

そ
の
年
の
修
二
月
会
を
終
え
た
後
、
一
定
期
間
を
経
て
廃
棄
さ
れ
る

も
の
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
本
稿
で
紹
介
し
た
文
書
も
そ
う
し
た

運
命
を
辿
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 

歩
射
参
加
の
あ
り
方
に
大
内
氏
と
毛
利
氏
の
時
代
と
で
相
違
点
が

み
え
た
の
は
、
射
手
役
が
「
参
次
第
」
か
ら
「
鬮
（
孔
子
）
次
第
」
に

変
わ
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
両
時
代
に
お
け

る
修
二
月
会
の
規
模
や
そ
れ
の
持
つ
意
味
と
い
う
も
の
が
変
容
し
て

き
た
た
め
と
み
ら
れ
、
防
長
を
取
り
巻
く
社
会
状
況
の
変
化
と
ま
っ

た
く
無
関
係
と
は
い
え
ま
い
。 

 

本
稿
で
紹
介
し
た
再
利
用
文
書
は
、
「
興
隆
寺
文
書
」
の
み
な
ら
ず

表
装
さ
れ
た
資
料
の
調
査
研
究
に
付
け
加
え
る
べ
き
視
点
で
あ
る
と

い
え
よ
う
（
む
ろ
ん
、
そ
う
い
う
分
野
の
研
究
が
こ
れ
ま
で
に
な
さ
れ

て
い
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
）
。
最
近
の
事
例
で
い
え
ば
、
東
京

大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
「
島
津
家
文
書
」
の
「
歴
代
亀
鑑
」
を
修
理
す

る
過
程
で
、
約
五
〇
点
以
上
の
文
書
が
台
紙
の
中
で
発
見
さ
れ
た
こ

と
が
話
題
と
な
っ
た

（
18
）

。
文
字
情
報
を
追
い
か
け
る
だ
け
で
は
知
り
え

な
い
情
報
が
資
料
に
附
属
さ
れ
て
い
る
可
能
性
を
十
分
に
押
さ
え
て

お
く
べ
き
で
あ
る
。 

 

筆
者
が
「
興
隆
寺
文
書
」
の
原
本
調
査
を
進
め
て
い
く
な
か
で
確
認

し
た
ト
ピ
ッ
ク
の
ひ
と
つ
を
簡
単
に
紹
介
し
て
お
き
た
い
。 

 

「
興
隆
寺
一
切
経
供
養
足
注
文

（
19
）

」
に
は
、
「
国
名
僧
十
人
」
と
い
う

文
言
が
本
紙
第
二
紙
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
部
分
を
透
過
光
撮
影
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し
て
み
る
と
、
左
に
掲
げ
た
よ
う
に
墨
書
が
「
国
名
僧
十
人
」
の
背
面

に
、
や
や
上
部
あ
た
り
か
ら
確
認
さ
れ
た
。 

 

本
紙
の
文
字
と
重
な
っ
て
い
る
た
め
判
読
で
き
な
い
が
、
墨
書
が

あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
た
だ
し
紙
背
に
記
さ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、

文
字
は
反
転
し
て
み
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
は

本
紙
の
紙
背
で
は
な
く
、
裏
打
紙
に
記
さ
れ
た
墨
書
で
あ
る
。 

 

こ
の
墨
書
に
は
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
現
時
点

で
の
答
え
は
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
が
、
「
興
隆
寺
文
書
」
の
調
査
研

究
で
は
、
こ
う
し
た
表
装
部
分
に
も
十
分
に
視
点
を
向
け
て
お
く
必

要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
強
調
し
て
お
き
た
い
。 

 

註 （
１
）「
興
隆
寺
一
切
経
勧
進
帳
」
・
「
興
隆
寺
供
養
勧
進
帳
」

は
折
本
帳
（
興
隆
寺
１―

１
）
。
当
該
文
書
群
の
総
点
数
は
、

二
四
二
点
（
「
興
隆
寺
証
文
筥
蓋
裏
銘
」（
興
隆
寺
収
納
箱
）・

「
大
内
版
法
華
経
版
木
」
（
興
隆
寺
別
置
１
）
・
「
大
内
版

法
華
経
刷
物
」
（
興
隆
寺
別
置
２
）
を
含
む
。
） 

（
２
）
「
興
隆
寺
伝
来
文
書
編
年
目
録 

―

デ―

タ
ベ―

ス
化

の
試
み―

」
（
『
山
口
県
文
書
館
研
究
紀
要
』
一
九 

一
九

九
二
年
三
月
） 

（
３
）
こ
の
紹
介
は
、
同
書
の
第
一
巻
第
一
号
か
ら
第
三
巻
第

一
号
（
昭
和
七
年
）
ま
で
の
計
五
回
に
及
ん
だ
。 

（
４
）
享
保
十
年
頃
。「
県
庁
伝
来
旧
藩
記
録
」（
寺
社
由
来
７
４
４
） 

（
５
）
天
保
十
三
年
。
「
県
庁
伝
来
旧
藩
記
録
」
（
風
土
注
進
案
（
旧

藩
）
２
２
４
） 

（
６
）
「
近
藤
清
石
文
庫
」
（
近
藤
清
石
84―

11
） 

（
７
）
森
茂
暁
ａ
「
大
内
氏
に
か
か
る
山
口
県
外
史
料
二
題 

―

宮
内

庁
書
陵
部
所
蔵
文
書
と
聖
心
女
子
大
学
所
蔵
文
書―

」（
『
日
本
中

世
史
論
集
』
勉
誠
社 

二
〇
二
四
年
九
月 

初
出
：
『
山
口
県
史
研

「興隆寺一切経供養足注文」（興隆

寺文書 第 19 巻 興隆寺 19-1） 
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究
』
一
四 

二
〇
〇
六
年
三
月
） 

（
８
）
森
茂
暁
ｂ
「
周
防
国
氷
上
山
興
隆
寺
修
二
月
会
に
つ
い

て
の
一
考
察 

―

修
二
月
会
頭
役
差
定
状
を
素
材
と
し
て

―

」
（
『
日
本
中
世
史
論
集
』
勉
誠
社 

二
〇
二
四
年
九
月 

初
出
：
『
福
岡
大
学
人
文
論
叢
』
四
二―

二 

二
〇
一
〇
年

九
月
） 

（
９
）
山
口
県
文
書
館
所
蔵
。
多
賀
社
文
庫

1
1
3
 

（
１０
）
文
書
写
し
に
は
「
右
ハ
萩
之
諸
士
某
家
蔵
、
如
此
文
書

氷
上
山
ニ
数
多
有
之
、
是
ハ
古
キ
屏
風
ニ
押
□
あ
り
し
を

う
つ
せ
る
よ
し
」
と
朱
書
き
さ
れ
て
い
る
。 

（
１１
）
前
掲
註
７ 

（
１２
）
真
木
隆
行
「
周
防
国
氷
上
山
興
隆
寺
の
境
内
絵
図
と
差

図
」
（
中
野
玄
三
・
加
須
屋
誠
・
上
川
通
夫
編
『
方
法
と
し

て
の
仏
教
文
化
史 

―

ヒ
ト
・
モ
ノ
・
イ
メ―

ジ
の
歴
史
学

―

』
勉
誠
出
版 

二
〇
一
〇
年
）
・
同
「
近
世
氷
上
山
境
内

の
広
域
差
図
と
そ
の
細
部
構
成
」（
『
や
ま
ぐ
ち
学
の
構
築
』

七 

二
〇
一
一
年
三
月
）
・
同
「
周
防
国
氷
上
山
興
隆
寺
の

旧
境
内
と
そ
の
堂
舎
配
置
」
（
『
山
口
大
學
文
學
會
志
』
六

五 

二
〇
一
五
年
三
月
） 

（
１３
）
平
瀬
直
樹
「
興
隆
寺
と
二
月
会
」
（
『
大
内
氏
の
領
国
支
配

と
宗
教
』
塙
書
房 

二
〇
一
七
年
二
月
）
。
初
出
：
「
大
内
氏
の
妙

見
信
仰
と
興
隆
寺
二
月
会
」
（
『
山
口
県
文
書
館
研
究
紀
要
』
一
七 

一
九
九
〇
年
三
月
） 

（
１４
）
天
文
二
十
年
は
大
内
義
隆
が
自
刃
し
た
年
で
あ
り
、
翌

年
に
新
大
内
氏
当
主
と
し
て
大
内
晴
英
（
の
ち
の
義
長
）
が

迎
え
ら
れ
た
。
そ
う
し
た
状
況
下
で
あ
っ
た
た
め
、
修
二
月

会
そ
の
も
の
の
開
催
が
遅
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

（
１５
）
前
掲
森
氏
ｂ
論
文 

（
１６
）
興
隆
寺
４―

５ 

（
１７
）
前
掲
森
氏
ｂ
論
文 

（
１８
）
「N

H
K
 
N
E
W
S
 
W
E
B

」
（
二
〇
二
四
年
十
二
月
二
十
三

日
付
） 

（
１９
）
「
興
隆
寺
文
書
」
（
興
隆
寺

19―

１
）
。
『
山
口
県
史 

史
料
編
中
世
三
』
一
五
四
号
文
書 
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